館山市畜産奨励委員会会議録

開催日時場所　平成17年10月6日（木）午後2時～4時　市役所2号館2階会議室

出席者　委員　　小峰　一正・和泉沢　宏義・石井　康博・須藤　陽子・川名　初江

　　　　　　　　庄司　岳洋・石橋　公正・柳林　武樹

　　　　事務局　経済環境部長平嶋・農水産課　嶋田課長　石井課長補佐　高田園芸係長　三堀主査

欠席者　委員　　香本　頴利・大川　優　

１　開会

２　委嘱状の交付

３　経済環境部長挨拶

４　委員及び事務局紹介

５　委員長の選出及び委員長職務代理者の指定について

　　　　　委員長決定まで経済環境部長議長を務める

　　　　委員の互選により委員長決定…小峰委員委員長に決定　

　　　　　委員長職務代理者は委員長選任

　　　　委員長の選任により和泉沢委員委員長職務代理者に決定

６議題　小峰委員長議長により進行

（1） 平成16年度畜産関係事業報告について…資料により高田係長説明

　　　　和泉沢委員　　さわやか畜産総合展開事業（正木岡堆肥組合）について

　　　　　　　　　　  8月の台風被害で○○さん構築の堆肥舎が被害を受けたと聞いたが

　　　　事務局　　　　平成16年度補助事業で建設した正木岡堆肥舎は全壊しました。パイプビニ－ル建設のため保険も加入する事ができず補償もありません。本来なら補助事業であるため返還あるいは再建築いうことになりますが、現在、県とは自己資金による再建築ということで計画が進んでいます。

　　　　　　　　　　　保険に加入するには、パイプハウスの場合園芸作物が生産されていれば適用となる。

　　　　　　　　　　　建築確認のいらない構築物は対象とならない。

　　　　　　　　　　　保険制度の働きかけをしていきたい

　　　　　　小峰委員長　　県の災害適用の利子補給救済はどうか

　　　　事務局　　　　災害利子補給は県下で１０億円の被害がないと発令されず、今回の被害はそれに未たず該当しませんが、ご本人の希望があれば市の利子補給は考えたい。

　　　　　

（2） 平成17年度畜産関係事業計画について…資料により高田係長説明

　　　　庄司委員　　　牛コロナウイルス病予防事業について

　　　　　　　　　　　予防注射は副作用があるときいているが。実際に私のところでは９０％下痢症にかかり乳益もぐんと下がりたいへんであった。みなさんはどうですか。

　　　　和泉沢委員　　初めての牛は年2回接種、次年度は1回接種で効果はあるようだ。補助も１/２あるし良い事業と思う。

　　　　川名委員　　　下痢にかかるという話しはよく聞く。弱い牛に出ると思う。　　

　　　　小峰委員長　　獣医とよく相談して接種するとよいと思う。　　

　　　　事務局　　　　平成17年度よりの補助事業で南部家畜診療所で希望を取り実施する。　　

　　　　　　　　　　　

　　　　小峰委員長　　全日本ホルスタイン共進会について市の予算措置はありますか。

　　　　　　　　　　　応援体制の計画はどうですか。南房総みるくヘルパー利用組合では計画している。

　　　　事務局　　　　当初予算はありませんが20,000円考えています。

　　　　　　　　　　　応援については検討し会長に連絡する。

　　　　　　　　　　　会場の様子はどうですか。

　　　　和泉沢委員　　会場は栃木県壬生町で開催され、50万人の人出を考えており経済効果はあるようだ。

　　　　小峰委員長　　鳥インフルエンザについては予防接種はしているのか。

　　　　事務局　　　　基本的には鳥インフルエンザには予防接種はない。今回発生の鳥インフルエンザは茨城県の一部のみで全国一斉サーベランスでは他に感染鳥は見つからなかった状況です。

　

（３）平成18年度事業について…資料により高田係長説明

　　　　　　　　　　防疫事業・酪農ヘルパー事業・酪農振興事業資金利子補給事業については資料のとおり

　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　　共進会事業について

　　　　　事務局　　　　昨年の出品状況や酪農家の皆さんの取組みをみますと従来の共進会方式では続けていくことが非常に困難と考える。18年度共進会を休止し、奨励委員会委員長を実行委員長とした千葉県大会に向けた群共進会で勝てる強い牛を育てる強化対策事業を提案していきたい。

　　　　　小峰委員長　　牛の血統登録をしなくなったので共進会に出品することが難しい。町村合併後はどうなるのか。

　　　　　　　事務局　　　　まだ打ち合せをしていないので判らない。事務局の提案ですので意見を伺いたい。

　　　　　　　和泉沢委員　　講師の巡回により研修会を実施したら

　　　　　　　事務局　　　　今回の県の強化対策事業はどうでしたか

　　　　　　　和泉沢委員　　全ホ共に出品希望（１８３頭）を出し4月・6月・7月の３回安房地域巡回指導を実施し、県下で50頭にしぼり館山市を会場に第12回全日本ホルスタイン共進会県最終予選会を開催し、千葉県で全国大会（栃木県下都賀郡壬生町）に１１頭選出。

　　　　　　　　　　　　　　昨年の共進会出品依頼の巡回時共進会に出品したい牛がいたが登録がない。

　　　　　　　川名委員　　　牛の管理が耳標登録でされているので共進会に必要とされている血統登録が必要でない。登録料は子牛で4,000円、成長すると高くなる。

　　　　　　　事務局　　　　今回の皆さんの意見から従来の共進会方式は１８年度は休止し、皆さんと話し合い１８年度の計画をする。

　　　　　　　　　　　　　

（3） その他

　　　　　　　　　　館山市第２期基本計画について

　　　　　事務局　　　　別添資料にて説明

　　　　　須藤委員　　　基本計画にグリーン・ツーリズム（都市と農村の交流促進）を掲載して欲しい。

　　　　　事務局　　　　担当は観光立市課

　　　　　須藤委員　　　新しい事業として奨励委員会で体験農業を受け入れたらどうか。現在市内の学校等は無料受入、その他は多少の受け入れ金をもらい殆どボランテァ状態で実施している。

　　　　　　　　　　　　館山市で多少でも補助金制度があれば他の酪農家も受け入れやすい。観光立市課も体験農業振興で施設に対し補助金を予算化してくれたが、団体対象であり一酪農家は対象外である。賛同してくれる仲間があればと思う。近隣市町村でもふえてきている。

　　　　　川名委員　　　人の口に入るものを生産する場であるので、主旨は賛同するが難しい。

　　　　　事務局　　　　グリーン・ツーリズムと言葉で言うのは簡単なことだが実践は難しい。また、今後話し合いの場を増やしていけたらと思う。

　　　　　　　　　　　　基本計画につき提案を事務局までいただきたい。

　　　　　　　　　　畜産奨励委員会委員構成について

　　　　　事務局　　　　鳥インフルエンザ問題から、養鶏関係者を１名、平成１８年度より委員委嘱したいと考えている。

　　　　　　　　　　

（７）その他

　　　　　　　　　安房南部区域堆肥センター建設について

　　　　　事務局　　　　農用地総合整備事業の公団農道を活用とした堆肥センター整備の必要性につき、酪農家・耕種農家を対象にアンケート調査を実施しましたが、この機会に委員の皆さんの意見をお聞きしたい。当初の計画では２１年度中に建設の計画があったが、平成16年11月完全施行の家畜排せつ物法により状況が変わり、今後必要があるのか。仮に建設するとしたら、どのような施設が良いのか検討している。

　　　　　小峰委員長　　施設は整備されているので通常は必要ないが、梅雨時等単独施設では処理できない。

　　　　　　　　　　　　時期的に利用したい部分も有る。

　　　　　和泉沢委員　　各自が堆肥処理施設を建設する前に計画して欲しい。

　　　　　庄司委員　　　堆肥処理施設建設に各自努力し、対応できない小規模酪農家は廃業を余儀なくされた中、今更建設の検討とは廃業農家に対し失礼ではないか。

　　　　　石橋委員　　　作った堆肥を販売の商業ベースに載せるのが非常に難しい。堆肥を販売する構想の堆肥施設であれば必要と思う。

　　　　　庄司委員　　　現在販売ルートにものせている。必要ない。

　　　　　石橋委員　　　個人でやっている方も全体で商業ベースに載せる考えは。

　　　　　川名委員　　　全酪農家の堆肥を受入処理できる施設が建設できるのか。構想の堆肥施設まで堆肥を搬入する事はできない。また現在排出される糞尿をを処理できるだけの施設は作ってある。

　　　　　事務局　　　　厳しいご意見をいただきましたが、これは県に伝えます。

　　　　　　　　　　　　今後ご意見を伺う折もあると思います。

　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　終了　　　　　　　　　

